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平塚市の人口と世静数
昭和30年 8 月1百現在

〈綾計人口〉

人口 6 6.9 e 0 人

世帯数 1 4.4 6 7世帯

献に比して (2;?ム1 増加
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平

一
十
四
号

「
鍛
政
事
嶋
田
の
作
成
及
ぴ
公
表
に
開
閉
す
る
条
例
」
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
ち
平
塚
市
財
政
事
情
を
こ
こ
に
八
公

表
す
る
。

昭
和
一
二
十
年
五
月
一
日

平
壕
市
長~ 

J!I 

貞
こ
の
広
報
は
、
条
例
の
定
酌
る
ι

け
で
す
。
当
局
は
、
方
選
品
開
ば
き
を
は
な
い
。
し
か
し
支
出
の
方
は
出
さ
×
×
一
時
も
早
く
克
服
し
た
い
も
の
で
す
…

乙
ろ
に
よ
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
期
し
、
皆
さ
ん
の
御
期
掛
川
に
添
う
よ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
乙
れ
を

ζ

の
お
台
訴
を
、
わ
た
く
し
が
引
御
法
知
的
巡
り
競
輪
や
競
馬
町
儲
け
…

現
在
の
わ
が
市
の
財
政
事
情
皆
、
ハ
う
に
と
、
身
方
い
た
し
て
い
ろ
次
第
わ
か
り
や
す
く
骨
一
口
え
ば
、
入
り
も
し
き
受
け
た
の
で
す
。
財
政
仁
川
官
建
て
直
も
、
次
第
に
ア
テ
に
は
出
来
な
〈
な
…

ツ
キ
リ
知
っ
て
い
た
だ
く
た
り
人
編
で
す
。
な
い
状
入
を
ア
テ
に
し
て

l
i

誌
は
し
で
、
わ
か
平
塚
市
を
健
全
な
財
政
る
よ
う
な
傾
向
で
寸
し
ね
。
か
た
が
山

集
さ
れ
、
関
有
さ
れ
る
む
の
な
の
で
×
×
入
、
同
な
い
乙
レ
し
が
わ
か
っ
て
い
心
の
状
態
に
も
っ
て
ゆ
か
な
い
と
、
今
に
た
、
益
々

f苧
レ
く
な
る
乙ιを
覚
一
億γ

歳
入
歳
山
山
に
関
す
る
茨
が
提
出
さ
れ
お
よ
そ
財
政
と
い
う
も
の
け
、
こ
に

l
l

ぱ
っ
ぱ
と
い
せ
い
よ
く
つ
か
山
合
計
計
計
叫
も
ゆ
か
な
く
な
る
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

て
い
る
の
で
す
。
れ
せ
わ
か
り
や
寸
〈
わ
れ
わ
れ
の
一
っ
て
し
ま
う
。
な
る
ほ
ど
、
乙
札
包
せ
っ
か
く
の
叫
町
議
の
涯
押
え
で
も
食
×
×

わ
た
く
し
のAー
ま
で
の
静
殺
で
は
家
引
世
帯
し
に
あ
て
は
町
て
み
ま
す
と
内
景
気
ば
い
い
。
お
父
さ
ん
、
あ
れ
う
よ
う
な
乙
と
に
な
っ
て
は
火

F常
、
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
シ
ヨ
ゲ
込

わ
た
く
し
は
財
政
上ι
控
ほ
し
さ
寄
っ
て
出
ず
や
せ
備
す
る
ー
と
も
買
っ
て
下
さ
い
。
よ
し
ょ
し
民
っ
す
か
ら
、
乙
乙
し
ほ
ら
く
は
雪
え
与
、
意
気
謀
、
警
っ
か
ね
て

く
、
し
た
が
っ
て
淑
字
町
内
れ
っ
き
い
ラ
円
が
、
常
識
別
別
に
育
つ
で
健
全
て
や
ろ
う
。
パ
パ

J

ふ
れ
も
叩
亘
っ
て
も
と
し
ん
ぼ
う
を
ね
が
い
た
い
。
身
腎
恩
位
息
と
い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ

れ
た
支
は
苦
手
で
、
ろ
く
に
用
品
官
通
な
財
政
め
建
前
汁
悼
の
で
あ
り
ま
す
が
ほ
し
い
わ
、
よ
し
よ
し
貰
っ
て
上
げ
近
な
、
切
炭
な
、
と
う
し
℃
も
し
な
九
。
乙
の
殴
難
を
克
服
す
る
た
引
に

さ
な
い
で
、
せ
っ
か
く
の
広
報
ヤ
紙
一
家
ぬ
舛
柄
引
喝
合
で
も
仲
々
そ
う
よ
う
。
乙
ん
日
調
子
ぷ
ら
、
た
し
か
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
身
の
皮
は
、
積
械
的
に
新
し
い
仕
事
せ
克
つ

屑
か
ご
に
ほ
う
り
込
》
ゃ
に
し
ま
っ
た
は
ま
い
ち
な
い
、
ま
し
て
市
出
世
帯
に
い
い
お
父

3

九
に
は
ち
か
い
な
い
ぜ
は
い
て
も
し
な
く
て
は
な
円
ま
す
け
、
財
穆
の
篠
保
や
獲
由
日
に
醐
即
時
到
の

ζ
い
う
の
が
突
状
で
す
。
た
ぶ
九
大
と
な
り
ま
す
こ
、F
E
?
i
Z
F
F

ま
い
が
、
乙
ラ
い
警
揮
わ
ね
は
な
り
ま
せ
九
。
わ
が

多
数
の
人
び
員
わ
た
く
し
謀
長
官
車
購
轟
轟
轟
う
財
政
状
態
の
平
平
塚
市
は
、

E

て
の
号
、

で
は
な
か
っ
た
か
と
患
い
ま
す

o

が
で
、
少
し
積
極
的

a
l
l
1
1
1

劉
事

4
4
i

即
時
市
の
市
民
の
皆
且
令
各
都
市
に
比
べ
て
古
い
が
、
新

日
割
引
明
日
行
日
ド
パ
凶
行
れ
市
長
戸
時
貞
雄
日
刊
行
山
崎
待
伝
説
時
一

混
百
己
資
制
判
と
し
て
、
む
町
九
ど
ま
っ
亡
を
語
っ
て
出

f
A
を
制
す
る
ι
い
う
が
唱
は
、
お
台
所
以
火
の
車
、
年
の
る
税
位
、
嘗
翼
遁
り
、
胤
の
出
ザ
宅
品
九
の
建
司
の
情
熱
も
、
火
と
燃
え
て

も
検
討
し
て
い
た
だ
手
た
い
。
そ
し
や
り
か
た
で
は
押
し
切
れ
な
い
。
逆
織
が
く
る
と
、
借
金
の
山
、
乙
れ
で
う
な
お
金
な
の
で
す
か
円
、
こ
れ
は
い
る
。
カ
を
あ
わ
せ
て
笈
す
る
わ
が

て
と
ふ
し
ん
の
長
か
あ
っ
た
の
、
市
に
、
山
山
ず
る

l
i

す
な
わ
ち
歳
出
をυ
や
が
て
乙
の
一
家
は
破
産
せ
ず
に
そ
ん
な
に
気
前
よ
く
ば
ツ
ば

ι
っ
か
平
塚
市
の
経
済
的
危
機
を
救
お
う
で

当
局
に
た
い
し
て
、
質
疑
し
て
い
た
先
き
に
し
て
、
入
る

l

す
な
わ
ち
は
い
な
い
で
し
ょ
う
。
智
さ
ん
‘
わ
ー
っ
と

ι
υ
許
さ
れ
な
い
と
患
い
ま
す
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
た
糾
の
兵

だ
き
た
い
と
思
い
ま
すo
U
ろ
ん
、
歳
入
の
見
反
り
を
時
半
、
て
、
間
服
部
づ
が
平
塚
市
の
現
状
は
こ
れ
で
す
。
乙
戦
時
中
の
害
時
器
\
あ
ま
り
い
い
印
体
的
な
幕
府
内

γ
、
推
進
の
方
途
等
に

監
査
委
員
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
ら
の
ツ
?
ツ
?
を
合
わ
せ
る
。
状
人
れ
ぞ
段
慢
政
負
に
よ

q袋
小
一
慣
舟
ぷ
赤
象
め
言
葉
で
は
あ
り
ま
也
九
け
れ
ど
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
代
表
た

y￡
巾

援
烹
持
わ
れ
ま
す

o

市
警
お
方
が
、
来
し
て
支
出
を
ま
か
な
う
だ
け
宅
財
政
と
き
つ
の
で
す
。
過
去
司
法
「
ほ
し
が
り
ま
せ
九
、
勝
つ
ま

τ
は
議
会
議
長
さ
ん
$
叩
げ
た
の
御
一
査
を
う

か
言
農
業
要
員
、
民
間
側
あ
る
か
ど
う
か
、
少
し
仕
墳
を
し4
問
、
己
れ
で
や
っ
て
き
た
の
で
す
o

」
ι
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
か
が
い
、
皆
δ

九
の
心
か
円
な
詰

か
乃
は
感
受
持
さ
ん
か
、
そ
の
監
遅
う
ζ
す
る
と
、
確
保
主
れ
て
い
る
状
「
む
す
び
」
の
警
護
に
も
あ
ゐ
捕
り
あ
れ
で
す
。
当
叶
財
政
引
建

τ
庭
石
支
援
に
よ
っ
て
、
阪
を
追
う
で
具
現

重
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
ζ

に

λ
減
ド
ほ
で
は
ま
か
安
ん
る
は
ず
は
、
「
蓄
財
政
は
さ
y
」
に
腎
富
山
障
に
季
、
の
あ
い
た
ほ
ね
。
不
足
績
の
穴
化
し
て
ゆ
く
つ
も
り
で
お
り
ま
す
か

公
返
さ
れ
た
一
一
十
九
年
度
状
支
の
状
な
い
引
で
、
い
き
お
い
歳
入
を
水
増
犠

λ
な
い
状
態
に
議
着
い
た
し
て
」
四
時
間
に
一
時
借
入
金
で
ツ
ジ
ツ
?
な
ら
、
と

rう
ぞ
御
待
下
さ
い
。

犯
に
つ
き
ま
し
で
も
、
底
究
を
う
け
し
し
て
平
算
を
組
む
。
と
乙
ろ
が
、
ま
い
っ
た
の
も
然
環
の
な
い
乙
と
と
合
わ
せ
ほ
け
れ
ば
な
内
な
い
よ
う
な
〔
六
月
十
四
日
記
」

そ
の
結
果
の
御
設
見
な
ぞ
も
あ
る
わ
さ
ア
寝
際
に
は
見
穣
額
だ
け
の
牧
人
お
思
い
に
な
Y
村
、
し
よ
う
。
然
潔
は
、
ど
九
な
苦
労
を
し
て
も
、

市
誌
の
皆
様
と
共
に
涼
官
求
m
て
一
暑

さ
を
し
の
ぎ
、
か
つ
健
康
的
な
施
設
と

し
て
今
和
も
市
営
ブl
ん
を
開
設
い
た

し
ま
す
。
準
地
力
戦
ぜ
盛
九
、
従
嘩
否
問

挙
げ
て
皆
様
え
の
月

i

ピ
ス
皆
モ
ッ
ト

ー

ι
す
る
雲
拡
ヤ
も
っ
て
お
迎
え
い
た

し
ま
す
の
で
、
御
活
用
ぜ
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

7 月 5 日 -8月 31 日

開
設
期
間
軒
錦
町
一

r

毎
日
午
前
ル
時
よ
り

守
後
記
時
ま
て

但
し
、
七
月
六
日
よ
り
七
月
十
九
日

ま
て
の
問
、
日
擢H
J
f騒
ぎ
、
午
訟

中
は
市
立
容
学
校
に
同
開
成
い
た
し
ま

す
の
で
、
ぷ

利
用
一
王
己
い
。

事告



援平 子官

(表 1 ) 

広 報 昭和 30 年 6 月 2 5 日 ぐ 2 ) 

歳 入

九月末現計 ま富 加 更 五 額
予算額

184.078 千同
40.942 

26.421 61 61 2出 482

67.200 571 2.253 3.535 70.735 

11. 739 3.16'5 419 3.584 15.323 

55 55 

10 10 
126.293 695 695 12f.983 

28559 1.122 3.655 4.777 33.336 

35. 300 3.500 3.000 6.500 41. 800 

520.597 9.114 9.675 19.500 540ョ 097

官主 出

74 6 374 1:¥ 300 69.914 

444 444 31.472 

15.336 15.33唱

137.404 2.357 6 967 1. 390 138.794 

103.011 図。 4.772 5.272 108.283 

3.804 287 287 4.091 

3.790 78 4 3.872 

22.805 5.970 28.775 

1 1.必6 11. 486 

647 647 

506 711 1.217 

18目 384 863 19.247 

2.086 2.086 

12.783 1:¥ 59 12.724 

75.115 261 224 75.60日

1. 000 

言主 λ 

売す 44 号

明
分
同
庁
舎
の
新
築
を
許
闘
し
で
お
り
ま

一
ゴ
従
来
、
暴
露
一
ロ
昭
和
十
年
度
?
で
、
品
工
事
費
一
一
一
、
四
一
九
平
一

E
b
宅
不
利
の
立
場
一
当
初
予
算
の
概
日
一
R

ま
た
、
蓄
の
一
長
の
増
大
量
一

一
型
地
に
あ
っ
た
須
賀
地
区
一
一
一
ぃ
、
統
一
講
義
で
は
震
万
全
議
一

一
て
一
淳
書
室
青
海
岸
本
市
の
昭
和
一
一
一
十
年
度
当
初
予
算
砂
基
準
季
、
昭
和
一
一
土
産
よ
り
一
落
ち
れ
な
い
の
で
、

ζ

の
年
度
に
、
一

一
設
一
崎
地
区
の
た
的
に
、
乙
一
去
る
一
芳
ニ
十
一
一
一
日
市
雲
の
議
決
を
一
開
始
主
し
た
護
士
費
量
章
一
新
た

d
L水
源
警
護
費
と
し
て
一
一

一
豊
前
の
た
び
、
問
書
強
一
も
っ
て
成
立
い
た
し
ま
し
た
。
た
ま
一
業
に
対
す
る
乙
塁
害
警
の
裏
一
、
0
0
0
千
円
を
空
し
て
あ
り
ま
す
一

一
抱
一
鰐
工
事
だ
お
れ
る
ふ
た
ま
本
語
、
市
長
及
び
市
議
会
議
員
一
援
基
金
で
あ
り
ま
す
。
一
定
、
喜
一
農
民
重
量
震
が
一

一
一
〓
須
ょ
に
奇
ま
し
た
の
一
の
選
挙

8
5

の
年τ
あ
る
た
め
、
一
失
業
対
策
事
業
登
美

O
円
三
一
熟
語
ぎ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
霊
あ
一

一H
-一
で
、
乙
の
方
面
の
加
一
一
応
方
針
と
し
で
一
震
予
算
的
性
格
を
一
月
に
つ
き
ま
し

5

、
乙
の
室
長
一
建
物
山
伊
利
用
す
る
と
の
計
両
の
も
と
に
一

入
持
護
者
室
あ
電
話
が
袈
設
さ
れ
る
一
基
本
心
し
て
回
寵
さ
れ
た
の
で
み
の

g

一
奉
還
一
一
七
、
0
0
0
人
を
、
主
と
て
の
劇
場
の
華
鏡
と
し
て
八
一
一
一
O
平
一

乙
主
L
な
り
ま
し
た
を
ら
、
同
地
区
内
一
す

o

す
な
わ
ち
、
予
算
総
額
は
、
=
一
八
一
じ
て
木
市
の
士
木
関
係
事
裁
に
就
労
さ
一
円
、
そ
れ
か
ら
、
や
は
り
第
「
山
首
杯
一

五
霊
の
在
、
里
会
議
所
ま
で
一
一
一
、
九

O
李
円
で
前
年
度
当
初
ヰ
露
一
せ
る
章
、
あ
り
ま
す
。
童
書
主
に
使
用
の
ホ
ッ
ケ
ー
襲
場
と
な
る
浜
一

御
申
込
み
下
さ
い
。
一
額
に
で
、
八
八
、
一
一
一
六
六
言
語
一
重
一
八
、
七
一
一
一
季
自
、
市
基
一
岳
中
学
校
附
む
の
重
量
事
」
し
一

費
踊
(
弔
両
足
」
は
一
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
背
鰭
あ
第
一
一
期
工
事
設
で
あ
り
ま
す
。
一
て
瓦
、
0
0
0
千
円
、
市
内
排
水
路
及
一

架
設
費
二
万
四
千
一
一
一
首
河
一
そ
れ
で
は
、
乙
れ
か
ら
表
6
、
6
、
一
乙
の
工
惑
は
、
来
る
十
日
三
十
日
よ
り
一
む
刷
側
溝
(
下
水
稽
)
の
新
設
説
び
に
改
一

公
債
一
一
万
五
平
内
一
7

、
に
よ
っ
て
、
昭
和
一
一
一
十
年
度
予
算
一
十
一
月
一
一
一
日
ま
で
五
日
間
本
県
に
お
い
一
良
ヱ
事
授
と
し
て
一
一
一
、
0
0
0
午
向
、
一

で
あ
り
ま
す
。
一
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。
キ
開
催
さ
れ
ま
す
筆
最
悪
育
大
一
昭
和
一
一
十
九
年
度
に
お
い
て
、
県
で
率
一

な
お
、
豊
富
君
事
に
進
化
一
昔
、
6
、
て
で
わ
か
る
と
お
り
一
会
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
襲
警
昼
間
施
ヱ
し
た
道
路
舗
装
に
対
す
る
寄
一

で
、
今
年
の
秋
頃
に
な
る
と
思
い
ま
す
一
昭
和
一
一
一
十
年
度
の
事
業
関
係
費
は
一
一
一
m
の
た
め
の
内
部
工
事
を
滋
ム
す
る
も
一
の
分
保
金
バ
、
ニ
一
一
一
正
午
門
等
で
あ
り
一

が
、
情
四
一
宝
の
都
宮
あ
り
ま
す
の
で
一
六
、
七
九
七
ヰ
内
で
、

ζ

の
お
も
な
内
一
の
で
あ
り
ま
す
。
一
ま
す
。
一

至
急
、
間
工
会
議
宮
で
御
申
込
み
下
容
量
制
聞
い
た

L

ま
す
と
、
公
共
事
業
一
単
独
事
業
農
三
、
四
八
間
千
円
に
一
一
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)
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一
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本
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7
J吉色
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J
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地方交付税

使用料及び手数軍事

箆療支出金
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書害 防 金

繰越金

繰入金

雑収入

市債

歳入合計

(表 2 ) 

款

議会費

役所費

警察幣防費

土木費

教育費

社会及び労f!J施設費

保健衛生費

摩業総務費

都市計画事熊費

財産費

統計調査費

選挙費

公償費

国有防護関係費

鏡検事業費

誇支出金

予傑費!

観 光 重量 i

歳出合計

〈表 5) 性質別予算額表

歳入

予算額 ωl 吾
「一一-7R|一一一一184.055 I 48.1 

8.059 I 2.1 

12.848 I 3.3 

23.653 I 6.2 

16.406 I 4.3 

25.616 6.7 

112.264 I 29.3 

分ti{ 

税牧

地方交付税

使用料及び手数料

公共事業費徳助金

失業対策事業費補助金

普遜補助金

生活保護費繍助金

I i: 収:地方
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車産 枚 入
市債
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款

議会費

役所費

消防費

土木費
教育費

社会及び労的施設費

保健衛生費
産業経演喪

都市計喝事業費

財援費

統計額査費

選挙資

公 b'i 費
E富有lt1露関係受
諾支出金

予 備 主主

競'鏡事業費

合入

く表 7 ) 

古車

100.0 

ラ唇

徴牧室買は昭和29年度現年

度分

人口世帯数は昭和30耳 4

}i l 日現在推計人口世帯

数

備

3.9451 徴牧額は昭和29年度E晃年

4.694制度分

1891 人口役務数は昭和30年
1. 18剖 4 J� 1 日現在推計人口

1.23'つ世帯数

11.247 

85 
0 

276 

11 
87 

500 

913 

考

留民健康保険議事業特別会計予算概況友ぴ政支朕況
歳入

471. 274 

歳ス歳出撃事1 ，残金なし

関民健康保険税

一部負担金
使用料及び手数料

F書館支出金
県支出金

雑収入

市佼

入合計

計A 
口

12) 

款

出

〈表

i 告 i
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5.500) 

1. 500 
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1. 000 
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昭和 30 年 6 月 2 5 日44 号

費

教育費

E霊祭経済費

社会及び労め1iIii設費

災復復!日費

験災復関費

企業費(競輪〉

〈表 18 ) 

民

計合

準
特
選
へ
M
)

ニ
本
賞
金
容
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同
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、
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勝
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ρ
)

十
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賞
金
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午
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川

践
団
体
賞

一
等
(
全
市
)
一
本
賞
金
参
千
円

一
一
等
〈
μ

」
一
{
本
銀
余
弐
午
同

一
一
一
等
〈ρ
)

五
一
品
賞
金
活
ヰ
同

C

地
区
別
侭
入
賞

一
等
〈
全
市
い2
丘
地
氏
)
各
一
本
償
余
弐
千
円

ニ
等
「
か
)
各
一
…
木
賞
金
程
キ
肖

一
一
一
等
〔
H
)

各
丘
木
賞
金
正
九
日
向

。
一
般
家
庭
地
区
別
個
人
賞

一
世
プ
ス
ド
市
「
丘
地
ぽ
)
各
一
本
質
余
正
治
m口

二
等
〔

ρ
}

各
会
一
十
本
賞
金
参
白
円

一
一
一
等
へ
N
)

各
正
本
賞
金
ニ
百
円

但
し
、
全
市
川
別
人
民
公
設
者
に
は
、
地
区
別
個
人
質
は
入
賞
し
て
も
出
さ
な

い
乙
と
に
す
る
。

マ
七
夕
一
戸
一
本
飾
付
運
動
の
展
開

平
塚
七
夕
怒
の
侵
犯
な
市
民
的
行
事
と
し
て
ボ
年
よ
り
育
成
す
る
た
め
に
、

務
厨
治
以
外
の
ん
壮
一
円
に
ゐ
本
飾
付
ぜ
奨
励
し
、
全
市
的
は
る
一
行
事
に
発
展
せ

し
阿
る
。

運
動
方
法
と
し
て
、
町
内
及
び
婦
人
川
体
、
文
化
凶
作
仲
す
通
じ
、
或
は
小
中

学
校
也T普
通
じ
て
、
京
区
の
七
夕
飾
り
が
奨
励
し
、
必
廷
に
応
じ
絞
殺
の
斡
施

を
行
う
。

マ
七
夕
潟
奨
2
y

グ

1
y

平
塚
七
夕
祭
に
襟
し
、
ア
マ
チ
ュ
ア
力
メ
←
フ
マ
ン
の
作
品
合
募
集
し
、
優
秀

な
る
作
品
に
だ
の
筒
レ
ぜ
縁
る
。

時
拙
逃
一
本
質
令
省
方
向
、
優
紫
杯
、
副
賞

特
選
二
十
本
賞
令
立
ヰ
問
、
優
賞
杯
、
副
賞

入
選
一
一
十
本
償
金
壱
平
内
副
賞

佳
作
二
十
本
賞
金
正
百
円
副
賞

マ
潟
会
コ
Y
グ
l
y

平
塚
七
夕
祭
に
際
し
、
市
内
文
具
商
花
台
と
乳
、
催
に
て
小
中
学
生
の
作
品
を

募
集
し
、
優
秀
な
る
作
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に
賞
を
熊
石
。

マ
媛
背
中
数
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担Y
グ
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v
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